
受入id- /加加〃’夕"""

カラマツ球果の害虫に関する 

協議会記録

昭和4 0年4月

試

林業試験場木曾分場保護研究室

■■■1111



刀ラマッ祝子の詰実に閔颜・のあることは徒衆より知られている歩.哀野県下て、 
Iさ昭和3/ .弄にやや大量の結実があっただけで’今日(C至リ・カラマツの大面積造 
林が笑•汙さ忆っっある現汉から.この禮子の不足W関椽者の間で憂慮さ祀てさて 
いる。

このような時.関泉林木育種場長野支場において.カラマツ球果を梭害する或 
$>裡の吾虫の存在が明らかヒされ 本皆吸灰蒔実と亜爰な関旅二ある二と庆・予想 
Wしる仁し、たったのて’•林業試験場ては林麥庁の要莆nよリ急癒.昭和3ヶ年度 
よリ沮耍商兇テーごとして取りあけ’.本場および木曾分場共用でカラマツ球果指 
眼の河查研究.を開硝した。

この舞.刀ラマツダネバ・エ也 跋種の害眠衣明らかにい 一方これらの生窸 
について,も一応の見匕おしを得る二匕ぶて'きたので’琨茬まての諷查當果の報告 
ヒ る它の琵除対・景の進めか在爲•匚つ犬、この囲題に深い度しじを寄せしれて研究 
に協力して頂いた長弃県下の林茉関係掇関の各囹こ御参篥恿い.報告をかれた场 
議会をもった次弟である。

カラ:7ツ球果害虫に関する场議会
••'・協議会 、汉第, • • *

1、 日 舟 昭和J ,茸M日/3日 ?.00〜/ ・ 〇〇
2、 場 所 林業試験.念木曾令場公議室
3 .協議会

1開会の辞 
2開会族夥 
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司会 杯集貌瞬場保譲鄂昆义济ー研院室長
(I)カラマツ球果專阻

浜
傷
山

武

原
田房

の カラマ、ソ球'果の害玄について(I)

林業試験場保護都昆虫南ー做室員)1'珠
ロ)カラマツ球果の專义ヒついて(2)

八)質發答
山崎三

人 
博 
男

郎



(2)カラマツ球果の彼皆状況
イ)卷穿県下の被害分布洞查詰采匕っし、て

林業淺境埸木曹分場株讓研究室,貢 小 沢 孝 弘
U)社栗の被害・状況について

〇 小 沢 考 飲
ノ、)被害発晃短遇あ、よびその実趣

明束林木貪種場長寛麦埸涇営課長 百 顔 行 男
二)黄疑宛咨

3)対 策(励議)
4.閉会接彩 林菜沉験堤木曹分場長 樹 原 博
5.閉会の辞 杯楽試験場木曽分阚保薮研究室長 浜 武 人

4 .参如者
林業就験羯禄護部昆底衆一研究室長 丄 W 房 男

〃 〃昆虫•崇一研究室 ノト 林 一 三

t, */ ハ 丄 崎 三 郎
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< ; 造林研究室 飯 塚 三 男
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'- ノ 経営讓癒種係夜 よ、 手 玄 厶

臭好宫林る継営部匿林課昧演係辰 小 林 孝 夫
■> ク 荏苗係長 内 堀 祐 治
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" 版鏡専地方爭務河林務課主齡 X 114 V•»- 夫
,, “ 林務誅 小 杲 守

2-

なお この記蘇は 林木育穆場山手技・官の速記錄および木曾分羯小沢技官の裏 
点スヒに暴いて 木曽分琨保"充呈で编集したものである。
ま在•記錄中の説明貢料は省嬉し それ匸淳じ-な資料を末尾X添甘し在,

刀ラマッ球果害虫に閏する協盞会記録
I干前の部〕

分場我 :カラマツ沫果の害虫爵題な年田ビ前4リ間題匕なり・纟方面 
からの萼笙もあって予算化しもので.瑁和顶9年度より 研充をはし“めたヒ 
ころであるわ、.長野莒林弓関束林木育挽遅長鈴支羯および頌寿衆の関係$ 
宣から翟さの卸支覆匕卸曲力をいえなし、たこヒ直感謝し迁す。
この問題您長野県の造林匕直棧むすびつくことてしあリ.今・後な爭を進めて 
ひく上で関係む深いことから不日の協議会をむつな次条て・ある公モれぞ’ 
儿の至埸から未た•不明な点を逢求して 一層の発展を計り自し、と思うので. 
參後共よろしくお願し、する.

丄国:カラマツ球果の害旦汨查研充を・必和3P耳度よリ実坂するよう林 
呼庁からも爰望びまって 木曾分場および林木育裡場!Z協力をお頫し、して,
本年度まて'にいくっう、の爭柄を見出した。そこで昨日 お互いの資料を汙ち 
まって効果的な研宛济势を整えるととむに 今後のゆ題を検討い合つ在わけ 
である必 伺分調查をばじめて日七浅し、七め不充,みな点む多い。
私,災の資料について 皆様に充分検討してし、えた傾たし、。
長初にカラマツ球采ぎ次口ついて 本場小林扳官お、よび,山蹒技官より説明を 
願し、 ます。

小林(逐:(カラぐツ球采の專吹匕ついて ⑴ •双翻自類Iこついて説明) 
山 睛 :(カラマツ球采の淳％XついてQ) ——鱗翎目類につし、て説明)

く末建添打資辫1参後>
山田:た在し、は吻ラ寸ツ球屎を加碧する揚曳ヒっし、て説明してし、ただし、た. 

な 加害する七のは蕙頫び多い,これらの中て・被害び多く 一番閔題！ごなる 
のはカラフツタネパエて、 あろか埸所匚よって或カラNッタネバ‘エ以外のも 
の・多く之ろ阿能牲むあるヒ崽われる。呉 これらの凹二L加喜一する財;)侦ゐる 
め思うので 皆梯の中で発見され左よろる、埸合匕は御連M髄し、 えい。W<聞



ガり御魂見ありましならビうそ—— 〇
丿〕'林〔威): 律 E日匚採取しち球•采に カラNヅマダラ乂イカ、・の祀匕資をAゝ 

劫虫か、 球呆の千にい仁び’こ壮はカラマックネバ・エでは女いゆか。
小林(〇 : 我夕の謁查ても矣べして1、るか 八4の劫・七匕恵う。八子の•曲宝 
類は卷ビ秋仁ほ種類ほ匕^.てし、る。

L 爲 :カラマッすネバ’エヒ〜搦Iこハすの劫云状p、るもの3見ている。
水林国)：’天敵ではないのう、。
山 周 :夭敵ヒ冠われるむ0・吾引匕恩わ水しるむのヒあって また’はっきり 

しない。
も 瀬 : 今厦庶果を劉ペ、て袱るビ を#なむのが汉山出てくるので•：£宛状 

句なのかっかタにくい。
內・塚 : 策也見た妹果で・ 的の間に囁のカラのよろな、白し、社のび’ついてい 

松水柯カ、。
丄嶠:つマユバ4ではないかど走う。
內 塚 : こ北は諏訪営林署官內のむのに多い。
h 田 : カラマヅマダラゾナ、 の寄生猝てはなし、かー--ーコマユバグの忡踢匕
間盜い之いビ思り。
個クの負皆!については、まち後程にして.乏JIでは被苦状汉について分埸の 
小沃核官から・---

小 沢: Q浸冊臬下の被暑分布詢直結采および他県の彼ぎ狀況について説期)
く东尾添讨資料I彖昭)

m 田 : 以上は木曾分場之まとめら;n在むのである获・全锻的匚被粤は勿く
哀方果下ではビこI二でも旦られるようぜある。
これらの被害状乏c・ついて柯が頁賜ありましたら —

小林(局): 沃試球采は一本の木から匕ったものうゝ集団からとつもものう—
小 ズ:こ札贵每薯へお顧し、して匕って須し、たもので•ー左一本の木から如) 

ケを匕,って貫ろよう根頼した。実際匕探取した状泥はわからないか』一本の 
木より黑祚為ヒ顶〇ケ会匕ったもの匕考えてよひと卷う、 ,

ふ林(為):カラマツダネベ工とタNバエ膏のむのの比率或ビらか。
小 汶:代・率こっし、ては出・してないか,現状ではタマバ工科のものば少な・く 
明通は少ない匕恩切札るし今までの調查てもタマバ工科のも今はカラマッ 
タネ)ヾエの入ってし'る球果の以!cみス札 単独で加害してし、る場&は見出し
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ていない〇

小林(易):そのせの岑义はビろか
ii、沃:調查期かペ〜」目の在あこの資料ではカラマツタ木バ・エめタマ)ヾ 
工科しか貝出してし年い。

山 田 :カラマッタネバエ以外の零虫は 球采を食号するだけの必に急匚 
現われをものでもなし、よろゼ。

も 瀬 :球采には誤水ついてお、リ・靠全会專寸る硬頰七あり.実桀(eg わ 
けを食専するものは少夜い匕云えろのでは本いか——
山田.:負阍はまセ後程にして 次匕被害の経萍その喧にっし、て百瀬技官か

1〇-----
百 顔:(被專発泡遅通およびWの実態。ついて説明)

く末尾添村 貢料］［疹照>
心 ® : 舀藏氏の方て“現在まて‘詳しく調べられてお、 リますか•本年度哉Mの

謂直び)頤泪にすす・〇だのも百瀨氏の以询からの調翌資料こ負9匕ころが大き 
かつ左.
摘・問かあリきし左らビうぞ’
中島:虫喜をろけた埸合のタネの港茅率はおちるよろた'な'.
百 瀬：農準のZ〜給 程・ではないか匕忍う。3f年の考村田の冽では 

ぎ〜/<P %てあ"。
小 決:発芽幸については百瀬ざんの方へお願し、して采年度試酸七矛って貰 

うよろに•なってし、ろ。
甲 魚 : 凶作の匕きビつ杉灌冬の港矛率はわるいよ好が——
水林(局):玄に関係なくむ匕・も匕弱いのではないか
百 瀨 : そうし、うこヒ七喜える—ろレが——
出 田: 玄しではみまでの資料では小れてい本いび'•薬創によろ随除試験の
関榇について、本年斐は生遊調查!C主脈をおいたため.ほヒん匕・る余裕は 
なかったび、 一先少しゃつ史結果水ありますのて’說明します。
幼虫期の癖球果・に过してリンデン乳刨、EP N エカノン券先散キしな試:
験ビ根雲球果をエカチン匚浸漬した額濺在Z!ゝ規族匕Nって畋左よ、 成績はわ 
るかった.球果はずさ間状あるようか歩・固くて浸通しなし、ようでもあい 
奚朦にカラ］ツタネバ・エ机蜀生してしまってからの防除は遜I、匕言えるよろ 
だ。殺業オ面ではタマネギパ'エなカラマッ9ネパエ!二秋てお、リ タマネギ、バ、
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ェの阍兮地下に産卵するのて’主療〇殺虫剤を利用でスるか'•カラマヅタネバ 
ェて考えられるのは 春戒虫の詞亿期在粗う充滋であろろ。［、ずれにしても 
防除・束匕ついては今筏、皆さもの御協力在得て実行しないヒ考えてし、るか、 
事業的あ除匕いうも点については キ它打咨&し杉し、ヒ密う。
以上て丈年カラでッ球壊雲玄についての説明を終リましな次.今まて‘の点で 
気竹いセ点なり御意見 御頁囲ありましたらめうぞー---

関 & : 冬地のカラでッ球果を段るビ大きさがずいぶ’<y選うび’こ札には盛
國が％るのわ、"

舀 港 : ー械豹にカラマツ球果の大ろさ匚は非常にべラっさ氷あう疾 天然林
のもの広小さく.人工林のものは久まい匕いつ杉こビ ま在"本の木て、沃山 
なつ在埸今はノト丫いといったよろな粮應による差はあるよう左?。
主在逐伝約に小さし、めいっち埸合しある。ダネえついてもRケ〜«•ぐ#ヒい 
cちぐらいの虚し、は普通砍ふれるし 竪いから発芽がわろいめいっなしので 

もない。
中 為 : 被害分キヒついては差作あるが•少ない匕ころは攘境のせいヒ言え

るかー--…また史び以前からおらなかつ左のか
上 由 : 避定ピび谋下全锻危秋害は現われてむり 以前から虫はいた(逐い

ない。まア今まて嚏柞の匕 )て’し夫食い匕いうこ匕で家外目にヒまらずよ 
史.凶柞の匕きに匕細々匕生汚してしゝなものか 呆血特(C球果次少夜し、ので目 
ヒつくよろになつ右匕考えろのて’はないか“
色々椎樂して以て 匕ゝこ仁て‘も苞等・虫はいたヒ专える匕忽ち。

小 沃 : 癖分布については一本のポて'企数調查すれば列だ’び 任意Iこ3ひ 
ケ程度をビつな詔果て’あるので.この地域が力ない匕か•多い松し、う断定は 
できない。まア単ホの埸今・繁雄粉•松限之ざれて被害が•集甲し•集田の蜴 
合"する匕し、うこ匕は言える匕恵ら。

ヰ 島 : 火海道ては今年大竪作で長弄垛え/"つク石むし'凯るビいろか 先春
北見妙方のもの(C彼導を認ぬた報告があっさ状’北海道全峻の彼專発生はビ 
ちか• ～

ム 旺): 比溶道全揪の倾飼は未調查でありわからないか.比貝兆方産ゆしの
てJP%の祓寒率<阕東林木育種遇へ送诚れて不たものの調查結果)状認め 
ンれてし、 るし・一定港は虫てし、 るのてrはないか。

v基:荔ことく匕蒲建率ク％®'うが、------
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lU田 : 先程わ言ったよろに大翌作栏・’匕案外耳につ歩ないし.ま正北海道の 
踢今形人磯状多く•比戦的新•しいめいろ而での聞連むありそう日冠わ札る。

小林 衝): 球栗の大さざで、浪のつき方は還ろのではないか.初えば・球釆び六キ
い匕被害W)、ざい匕いちょうに.-----

ホ ス:実標匚そろいったことをやって农いので新定は出采ないか••球果か' 
大きくても小さ<てら祓憲は出ており 公いった遺いはネリないよろぢ。 
阕查し杉・例］で|并生核C•着生した大きな球累でタネバ工«匹・ ホ)ヾエよ0 

匹入.って('だ爭洌 小さな球果・でもよ〜弓匹 タネバ・エの入っていた事例も 
ある。

小林㈣: 球果な、大さい匕虫は乡くっくのてはないか。
ハ、次:ー娠匚は言えな［、が・K 5 I、う傾向休あうだろう。底狂の産邮時の 
球果の大きさ匕まっても谀專の茬度は盧ってくる匕总う。

山 田:こらし、 った疑！藻の点て'は未調查のものむ多いのて?.今後の謂查に匕 
リ入Nてi'守たい匕鬼う.

中 為 : 川上村の旅果て:’はカヲマックネベ:！!入っき穂岑状ヒいないかヒノビ亜
"び ス株孑定の半裁以上はと」し之らさといら(川上村て'は昭和3ぞ年£ 
耳宕樹林約sQ〃本口療状剝皮灶理之矣史していろ)び、カラマツタネベユ状 
ついても半分は笹子が之れる 、く考えてよいか。

/】、 涙: 我々の目:じなことか水.建年同じ・埸听で球果が着生するヒカラマ、、) 
タ木パエ以外の二次詢專•式匕い"史ものの崙生あ役く玄る頌伺びあり•林木 
育種腸囲辺た匕こういったいくつむの裏虫が重なって タネ本全々とれない 
次賤ケ劣られろ。
こうし、っさ点で•川上:河〇)形合 加害すろ七のは方ラでツタネパ工しかみら也 
ず 被專率む比験的低く.彼義が’新・しい匕し'つ左状、態で.羊数のタネか‘ビれ 
るヒいろこ匕でJは点いかと思わ札る。
丁度.丿1|上村の球果で:ー球、菜のタネ数匕カラマ、、ノタネバエの加害激の阕孫に 
ついて調亶Lもものかあるのて’說明するケ タ彳べ・エ公一匹如害し右埸佥. 
挺全種孑ヒ食害\札あ衫の比>禁は い％、二匹出害しな埸合壮匕粮害フ。
%理度松いう平拘が’出ている。六在しこ灶には球果の先端や甚部のダネの発 
逹してないむのも,んだ計算て’あるし•実際にもこの鄂分の彼雲は殆ビない 
ので 昊陳此採取てすろ程をの ”～がク％«、らし、は一匹で加害されろもの匕 
恩われる。川上村の場合.全移の被害宰も比較的惬く予想以上の穗孑び’と

.-7-



札.なヒ田らび 今後被号が購える仑ろう二" 発芽率の間题なビ・当・然•ひっか 

力、ってくるのではないう、。
阕 葛:胚を食べ、ら性ても琢、系之のむのは成萇寸るのか。
石 瀨:加岑程廃匕うよるな或哀はする。ただ范に入った圈合は桂札ろ。

(キ佑の部〕
ム 田:球年•今年ビ喜林るぐ県で、括矣位進処理をおこなって.理3五のむ 

の灰めれなかラ七匕いう事ならば 之の討策を請じ•なければ‘ならがいヒ思> 
もの埸今 ビのよろに随除オるカ、.とS卷蔵の被害ならば‘手業的に。 Kな' の 
か匕いつ柜ようなあ題・婁するに冥制匕防除試験の実海は,ぜ爰ケビうかとい 
つ利点Rっいて之ず、セ,れ维・匂虫会史場から考えてわ、られるこ匕を発言し 
てほしい。
苟除の基木龍な渚えち匕して・足凄なのは害虫の史遅経通tcAわビて逾期 
を知るヒいうこ匕でむあるか、•だのような点は点日 我グも試験研窕的な立. 
埸でのM東を考えをれのの・ざーはおのずから立埸も寞るので.奉茉的な立 
傍から苗隊すろヒいつた閣題につし、［も•引きっづ’き討藻していた伝き七い 
匕恩う»

も 瀨 : 喜林るて射・滎を満じ‘て瘩燃剤をまし、たyいわ舞があったがビうか。
內 堤:很状剝及を,実挺した上田営林蓍修内てw月初勺実行して或たか.畤 
期的！C喫かつを.燃しあり•ぎしくなかった。

'< ' そだ開花時期匕か主伽時期・匠見物めて実凝:す屁ば 期倚て'ぎると鬼う。
> 田:乙れに関連したよさな矣斑洌はほかにないですか.巢関係はビ‘うで 

づか・
関為:実浇してし、丸い。
山 国:林木青秘場诔蔻林の3义考木の技にかけて超果のあc左例を.小沃 
我官から------ -

小 沃:«冃ユ么日匚EPNを散布したものについて• ぐ月R/日調查した 
瑟采て•は.タネバエの留度は.非％U低がつ杉。

百 頒:これの目钠はカラでツツッミノがの祓専が。ビく•ソツミノびに过 
して冬から連続して散市し効采があったので•カラマツ角辭詳址め、ろか匕 
散キしモ以たものて:ある〇

小 沃 : ま月調查でEP3え歆年したむのから いケ斐ヒリ調ぺた結果,勺
-8- 

ネバ’エ源粤はgクであつた。ぐ拔罟率々％) 近くのほ父号木では33ケ 
中・被害ノオケ(祷率 必％)であり•こめことからタネバエの成玄期に 
丁度室なっち陆徐ビなり.就果をあげ"たものヒ雑定ざ:IIた“

函為:EPNは柯修・東が
百瀨 :/O〇。存涎を花籾ニ散布した。
山 田 : 単木処理の塲るは成女瑚に乳創散市をす札ば或る程度効くた’ろうし 

爐建削の埸るも成虫期口々;性ぱ同株だ•ろさ•し〃、し忒漠期匕いってむ成玄初 
化の艱丽ガ、■&いヒづ札ぱ柯回むぐらない匕克全初杲は為あガい在’ろうし•い 
ず汎仁しろ忒义鄭の生能をむろケし 泓 く詞ヾてからでなI、ヒちよつヒむっ 
かしし、問题である。また球’栗の中に入ってしまった幼虫では キ铀甲もむ髡 
Iた逼り余り期符虫采エうむない。
乏の比蛹匚なろ匕・さ地表に滾Tするこ匕がわかつたのて‘この眸期にあ除す 
るこ匕も若えられろが 実際に事業的に可筮なのは.爲形未:から坂虫のポび 
苦つ赫期ほ価表に.棊制を秋;节すろ方法であろる〇これは表業の塚会のタ(ネ 
マバエにも準ずる次 由虫は薬には弱い匕恩われるい 哉々の研晃的防除匕 
してもこ札をヒリあげる予定_てある.
このような林程画匕いつたものを对林にする場合.緻备な実験はで3ろか’、 
あく迁て•爭衆的見せからC乾がのぞましし、のでそれを考えていた昌"、。 
こうし、つ在防除にし、っな点で何かあリませるか。

中 島 :南辰久の林務課長のアイ’デ、了・ を幺の匕び立つ前匚地未低捲

はつもらビうか。
心 田 : 陳則釣にはよいだ•ろらが、•あくまでそれは単木匕してしかやれない

せ’ろ >。曳の敬次多し、匕か痢の埸扬の髭囲の期恵なビ色々あり～寸考えもの 

である。
中 糸 : 初発方面で試風匕してぐら札るの匕・我«の方で爭業豹に々られば

ならぬの匕では速うと囹うが’爭楽的»C・ヤる場合の方法匕して快し、方法があ 
つ七ら教えてほしし、。

山 田:林地に粉をまく匕し、うこビで県剔は陶単たが、ー……ころいつ左窗寇 
を今封•讓しているわけて'もあるのて、•-—

畑中:成虫の寿玲は
山 国 :ヨち或虫の生態を兜金匚あ、さえセわけて’ないのでわからない。
畑 中:卵を産むまで•宴をビるために花から花え義んでI、る匕恩うか.こち
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いった面で柯カ、方法ばあI、しのケ。
山 田: 寺命灰萇い匕すれば洋卷を匕リな舟ら娘を或熟さ之て,産せ匕いうこ
匕になるので笠のようなものそ誘引出来札ばーツの方法ではあろう。

小林岳):現地て成虫は演腐したのが。
山 田:ヒって,いない质索京て飼育して"拜上旬に成玄を出している(現池 

では«冃"日匕に月23日に券、采の着生しな枝に缘をかぶせ栏結果・义冃 
"日分にはカラでツタネバ・工がつり、ず・«旦ユS日分仁はついているこ匕 
から、#冃Aク日前後に誰H匕童師する.ろろ匕發定している)

」卜林屬):産卵教が匕のくらいか、むわからないか
山 田:わかっていない.おそふく救十程度ぢろうか 二:Rについては今段 

咽巣の発育板筮在諷べて見極めたい匕苦えている。
小林(后):ー式果匕-匹ビし、う水 〜ツづつ窪むの龙、ろうカ、。
山 田 : ころいった拿は全くわり、ってし、ないので柯匕も言えないが‘ーップ 

つ産む匕し、ろこ匕はないのではないか・
n、林㈤:教十く“らいの绑匕すれば‘•曳は一日で琵むのては本いたろうか。
山 田:卵巢”発育して産攻はじめたら早い匕用・うび’•山。揚合•一斉に・ 
状出る匕いわこ匕はあリ得方いし•ニれらのことば成虫の熨^を詳しく知ワ 
てからてない匕柯匕も言え宏し、。

山林崎);カラマッタネバ工は祉:のしのにはっかな(、のわ、-…カラマツな'けか 
山田:現在のところかラNツセサにしか・見ていないび、 恐うくカラマツだ、 

けなろう。
小林局):カラでツタネパエば捅の期間本’長い(3月〜翌春«目)水 八エの 
頫ば攻んなこうI、うふうカ、。

山 田:タマネギ.バエは年只～ 3日の発生で蛹で越冬すろ。吾通は大体ころ 
いう生活史をも〇ている。

小林⑷):夏あたリ二化朝のものか'出て ビこわえ行くなりするのではないか 
山 田: 柢温処理を加えて.はじ、めて狗化するこヒからも年］回ヒしか考え

ら见ない。 -
小 沃 : 甥化してから現在まで祓廉しているび・初化したものは全くなI、。
山 旖 :た匕丸二化た•匕してら習性からしてカラでツ蔬性王仁っくこヒば 

不可靠だろう。 、来

白 瀬 : 蛹公地中でネス’ミなど'にやら・して楽外少くなるのではないか___
-10 -

決 百瀬さんからネス‘’ミにせられろ誌び’べた久.毒生窗をビは虫ていな
し、 か・

小 渓: 今のところ出ていちい。闾育している場合て’ひ 土を堀って瑜を孫, 
集した埸ふでむ発呈していない.出るとす』しば‘むしろ寄生蝉の方び出るので 
は有いか。 ^

丄 田: 寺生函でよるビす犯ば J刀如お 菌あなりぢろう。
百 瀨 : 评孙阿除て'は今の匕ころ3H C京リ.D D Tを地表え•木年度わか

っちこ匕え基本にして叡布すれば、良いのぢから比較的.楽ぢセむ言える。
山 田 : 今方こういっち・防除を実匏した埸合 はじ’あてのケースてもあるの

て.をリ臬て。資国・々データー者匕'は.ちゃるヒしておいてほしい。
外林風): 我効柱乏寺える匕稔剤はD D Tの方か艮く有し、か。
山 田 : D D Tのちか'缄効生ば・あろ。B H Cでむある層に.なれぱ・かなリ保っ 

Y!言れ扎るから3～«臼ヾら(?なら丈.支天ピろ9 〇
小林為):而H匕する前の瓶に対してはビうか
山 由 : 年はり痫或羽化直前でも聴理て’はをいカ、匕鬼う。
迁瀨:防除を中る場合•全県的に被害か帝し宏いし齟簌ぢってぐ•仁ら匕” 

ろだろう。
防除試験匕いったTrcic^o在場合匕友対(こ玄い地焼を一辺にぐるヒいつたこ 
匕で,例えば諏鲂速区て里点をおし、てやる——讖済匕久きくの二本立でぐ 
ったらビうウ、

山田:ぐって眾在(.、が’•営林る玄りてぐるかビうかの問题になろ。
百 W : そり、ら蓉林為で立案して.ほしし'。
丄 国 :まア客林务で毒えてし、だせ’くこ匕にして.接秋、剝及衣やって樹・蓼状 
弱リカラごッマツバキクイの彼皆をうける羯合状あるようで"をうし、 った 
被害は出ていないか。

小 決 : ハ千徳持へ涧查に行つ在Xき、本残左がビうをリました・
中 島 : ハキ槌村では公 本あり処分するよろ指示しておいたか•その後ピ

うしたかは聞いてい近い,)】I上村でも汶本被害会出て伐倒例分し£〇
関 烏:BH Cを枝って花,に対して栗害はなし、ゲ
1I田 : 試験はし・て,なし、が、育鹿場てリンデンノ,ククQ恪淹を同じ.木Iニ二度ま 

し、て莱害はなかった。
たた.濃度の期題匕花莽の若い匕きにビうか匕いろ間題はあろう。



関島:粉制の周含ば匕・うク
百 顧: ぐ冃/S日に.互いた療’.别仕影琴ばなかつ左。、リづプターで澈くこ

匕は彦えられ万I、小
卜林眉):考えてはいるか効く効か近(•、の箇經びある。
浜 :發布する塲今成Eが誑っているビき撒くのか。

山 田 : 初祀する前にやっておバえるようにしたい。
内 塀 : 地上敞帝めいらか漫は移劾する之’ろうい ぐはリー本一本讀市する

方な釜し、と恩うケ ビこを対弥匚すろかビいうこ匕は間题匕なるビ恩う。詰 
名ば疏状剝反をした可を送麥’匕いうことにな・るせろうび------

互 漁 :.ふの段階では.新礙ヒしての〜ツわ方法匕して小灌摸な汉験吏まず' 
ぐる匕し、うことだ公’爭菜的にビうしてむ降除しなくては玄ら有:い爭餞む出 
てくるだ:ろラ。

小林(式):6方除匕闕榇あるこ匕在、が 琼県内に残る痢或帰胡・によっては3劉く’ 
ぬし、あるが•タネ斐匕ク右あヒの処道はビういろかろにしてし、 るか。
內堀:犬豚棄ててし、る。
を讀:燃やすなりがためて奇除する方法も焙茬だL
小林就: 残ざないよら匚すべきだ’し 木匂林ヒも發さぬよう匚し在いと恩う。 
內 圾 : 球果次沢山在らなし、匕爭業釣仁も成り立右ないので,匕らずにその

ま式披っておく埸会が多い。
山田:そうするとそ札が樂苑埸前"に,近る。
百 瀬 : 県下の极害状沅を訶ベうれた小ズ氏の夜之しわかろ匕おり 人［こは
球杲も玄もそのまま我っているあのか’多い仁ろうから間題はのこる。

水林頃)): 叟柞ばかりIこな札ば.辻七玉む增えるだ、ろう•
山田:そ.ういった為:決性ぼ多分にあろ,
沃 :夭敵が大分いるかど恩うか’.寄生曄なりを膚殖して故飼する匕し、う 

ようなこ匕ば旁えてし、有いか。
し 田:考盧はしている。これは今後の問適で一もある歩’可能在ものも出て 

くるた’ろう。しケし林業の場合 人王増髄のむつびしし、点む髙;て成功例も 
少し、し•果樹・方面のように大分進Qて’じれば别だか、 ちよつと大変だろう。 
陆除寸る塲合に天敵を殺ざない匕いった処置は当然考えねばならない匕建エ 

小林③〇 : 數から言つ左ら"ないか’/百の劫戋ヒ对するDiMc" の・幼虫・
蛹になすろ寄生蟀匕し、ったむのを会まて・に匏めてぐるが、岐の他ヒも和・多

し、こヒは予想ざれる。 .
34田: 癇の寺主質について蚌 球果内でもカラに有っている蛹び多数ある

ので’•天敵はかなリいろビ思う.しかし その時・は加害しも,あ匕でむあリ問
題はのこる。

小林(M):そろいつ麦,問趙て'は•老然効虫公地表え落下する匕5 防除式るビ 
いう埸佥も加害のあ匕匕言うことになる°

い林 姥): 忌避剤の研兒 利用とし、ろことは考えるれないか.
山 田 : 育建埸でぐったE P N状息避初果の大きかったビし言える永.'t、っ 

かしい閉経てある。株瑾画をキるピいうだ'けの目的なら直る程度可能だ、 ろろ 
か

沃 : ゝリコプターヒよる随除の可•能性はビうか。
心 田 : す挺性はあるちろうか 実際にむう少し全弥をつワ々でからの方水

啓いと恩さ"試験・して,ヾって我る匕いろのなら别在水.........
削為:語院灯のようなむのを刹用して光て’戒公を篥められ在いカ、。
丄 田 ・• ハエはちょラ匕無理が匕恵う。
百 瀨 :f方徐は試験段階でも大さくぐってほしい。
心 田 : 式悻卸憲更わ沮つくしたようてもあリ・ますし、時聞も・りまし点の

で’協淡会もこ札で終りなし、匕恩し、 ます。
平日は営林るや県の方々から沃山の御意更をいただき计論願し、まし 5 虫 
さも今後これらに基いて硏兗をすすめてし、きたいヒ思います。
研充之すすめて行く上で互な皆ぎんに爸マ匕御せ:甚になるビ恩いますび、. 
よろしくあ、蘭いします。

汆埸長:長時简いろいろ匕御部謡いただき有離うござ、し'ました、
唇さんびらいただし、だ貴重な御意見既ビは今扁の瑜兒に匕り入犯て カラ］ 
ツ球果り粤虫を解明して行くつむリでありますか 一日も旱く防除対・衆水、で’ 
きてカラマツのタネづ■多く匕,しるこ匕を新・って観会匕します。
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参考資料I

カラマツ球果の害虫について

(昭和39年度調査結果)

林業試験場保護部昆虫第一研究室 

(山田房男°小林一三•山崎三郎)

林業試験’場木曽分場ー保護研究室 

(小沢孝弘)



ーー蔑汪•T 一" ・じ・■：■ 2 Q
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刀ラ:7ツ結実促進と害虫訪除

カラマツの程子ば瑠和3/年の豊作以来・凶作つづさて橱種子む密をつき カラマッ 

の獲3不呈は深刻なものと双りっっあるか夭翅林わ、よぴこの不定をおさ‘なう意味て’実あ 

した誌実建進処理匕よって祜実し在球果にも害虫パ•術生しばじめて.ほビんビ程寻の,珠れ 

ない現状から 本年医より本阔絕虫栄一研突室と关再で滅をはじめた。

Q)为ラマッ球采お舀ベ調查

|カラマツ球柔加害超

饌就 |カラマツヒaハマキ ■SpZbrnj^a- ^a^cc^ta Heinemann

2 カラマッマグラ乂イが

3 不明裡(ほ養類>

公.^^ /ooZc齢 a Mutuura

双就 ! カラマツダネバエ

P タポバ'工科のー蓬

H^e^mオ 欠 ^.aju-cZc&Ca. (Karl) ?

こ§|_らの内 その彼客の主弥をる?すむのは カラマツタネバ’:tて’あり .恍のりのは

その鮭耍および加密程度カ、 ら衣・で良近のビころ余り間直にしなくてもよいように•考え 

られる.

本耳慮は主セしてこのカラマツタネバエについて溉！束林末商鹿堤我芽芝阕の綴盛’林 

在中,匕に窈外演変-史おニなった.

カラマツダネバ工匚ついては•戦节Hヨウ乜ンわラマツ刀惹孑を如害した同建わもの 

の報ぎ伽谷逹雄D林洁V0(曷 A/" く"夂わ)があるの攻で•史心全 

く不明のものであった歩調会の結果ス雄の生活セを如リ得栏.
2 カラマツダネバエ日つし、て

(生活史)
年一日の発生 (浅間し競 糅髙

堀越水ー <2弁甲 や下句 戒虫矛!祀.雌花:芽又成•若い球果ヒ産卵——4冃下匂 

〜g冃上勺よリ帽祀劫玄食害をぱし’,める。——Z耳中へ?句走熟効虫大部 
分地上へ恩下 —— 两下旬ヘフ冃上句 痫化(大部分秘中.一部食害しち穿果内) 

ー盘表

瞬害状況)

劫虫はー球采W一匹が通冽で需るび•まれに大巻な球果で汲〜3匹加害してし、 

るこxbある。加畧ば球采の下方の養るよリその内容滴たH・を食害してW采鰭の間 

を通って次の趙考に入るめいい杉形で.去怵下ちょり上方I二ラセン城匚奏害してI、 
< ・そして幼虫はふ可下司頂まて’式采をあらせない程度に食苦しており一匹て・球 

果Wの建るの 眼〜"%を食害する〇だお 林木育建埸の採種林マは•ほどんビ
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の梨果が归〜/勿％の被害をらけている.

せの化>

天敵めしてく耳・幼ゼを诵会するD部衣"の一種(劫虫)およな漏の薪生蜂 

なビが認められ左。

b)長密県下の被專合右

表野県下のぎ地よリ 匂然蜻実した痙果およな雄実に進処理によリ錯実し左球采花と 
リ寄せ カラマ、ックネバエノセの如害虫の有照と祓害状況,なビ之調查した(ぐ月下与〜g 
冃下旬)調登葛采は次表のビおリである。

地 
方 
削

地
匡 
割

塚集埸浙
採 
葉 
目 
匂

株
冀
看
名

採套材tt况 接 
高

冽
稀考

1L ー ーーー
購虹聞 若生末 依
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画圣 着生木 織

命
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論村鮮 $心 X 如 つク 7 5 •• J/OO ノ須 成 が

曲 ぐ乂 り 灿 /ク ノ& 4 • う ｝〇〇 ? ノク0
飯田审上飯由 イ、Z ホ棟 g 〃 ・・ 沃よ ち ノ 20 辺 * <?ク

のち 
め蜘・っい 
ていろ

福考

!殊・采ばぎ地へ3。 プ乏目標にして括集を妆賴し(採集煬所は在意) 送井され

てきだ责料にっさ辟麻をわこなった・

2 加害呈はカラマツタネバエヒタWパ工科あR雀频び浇めら)しちが・主怀ばカラ 

マッ,タネバ’ エである。

3 彼告床采は该咨程度の大ノ卜に関深なく.加害在うけてし、るむのはすペて舎ん 

・て'し、る。

以上の凋查お栗よリ長舒県下" におヴ3被害分布およな被害状況を要約す札ぱ次のヒお 

リぜある。

丨 カラマッウ水バHt,よ3加粤は 詡!查価M全部に認められ その被害は長奔県全域 

に詡められ作。

2 ,彼専分キ［カラマツダネバ・エの棲息 冬底)の地域的な相違ははとQビ留められな 

かった。まち糅高 人工 天然林别による史域的义、 相逗も認めら札なケnを。

2.埃団て沽実した揚合と学术約に祜実した揚合の被害の相遠はあまリ祖ら札ない公、 

ビちらか匕云えば.浮木釣な七のに被害の菓中する傾句水誕あられ在。

また 集园で姥実し在博今•球果の着生堂の差による被吝の拐還が玄ら札 若生童・ 
のクない博今に被誓つ矛い頫旬米諷治うれ左.

4結実.隹済5理を実死した曲会,処理本数の少い埸合ヒ多い埸合で被害の相墳が故ら 

R出い埸る被害の多い頓飼び契めら・した.

5 調受何所/びルのうち 被害率M%)火工のむのは全序の韵戮％・被害率’"％以 
上匕なる匕全悸の約と、〇%めいう汛、被害分市を示した。

G .タ«パ工科のむのによる被害は•現在のヒころかなく単独で扣善している剧は認あ 

られず松ずカラマックネバ‘エ匕笑后!カ暗してI、る。

7 . ー洌てあるび ヨーロッパカラマツば建は全く現わ次ていない。



なお’•現在までに祓ぎを認め左為:分県以外の分布は次のヒおりである。

1 .光劫宣え見地す 5 ’" "調查.球采より痛を見よブ)

2 •冨土山鹿(山梨現) 5 ?. g寧鬼小林挾官の現地詞吏による)

3 •群爲県(哀好涅庞) 5. 8ー 鼬調查匕よる)

〇冬壹害虫による被害«っし、て

|カラマッヒ乂ハマキ・

がラマッヒ乂ハマキは食莱住の等玄匕して知られているか カラマツ冰采匕む苛生 

寸ろこ匕次調查の結果期るかとなつ左。

兼采匕奇生するのは越冬劫玉て?«冃中勾雄花私,開花する頃寺入して中心部を加 

害し・誌死十せる灰.仏月の二化期の幼虫は加号しない.林木奇鹿場囲四の彼者につ 

いて調查した結果は次表のとおリマあろび•カラマツ球采の/"〜つ〇为程庵か’祓害を 

うけるようマ’ある。なお、 被害木にみら川ろカラマ、ソヒ乂ハでキの大部分は従来ビお 

リ カラマツの茉を央誓しているようて.あろ。

篋)I .譌登冃す M.窗•2/

詢查。1 短淑数 カラマッヒ乂ノ ゝ辺キ匕よリ枯死し 

た球果数

わラマッヒ义ハでキヒよる被

害率 S

/ 」ク J /£

4 0 /ク

3 3/ ク より

2 調宜は狂愈匕ー枝唆探集したもの

2 .クマノヾ工科のー檀.

本誓浸はカラマツクネパエより セゝ窗く球杲内に穿入するようぞが・ー球果に数 

匹から多いものではAい祯匹寄生して 種子の内る物を食害する〇 

幼虫期得も長く日目京復まで如客するが 本建の以で’加害してし、る甥台は少なく 大 

部分カラマッタネバエヒ关同加!ぎしている。このもめ両碧の被害を爰げあ埸合は•被 

甥も甚七しく.軽与は全く株取てきない状慫状玫られる。
本裡の生熊尋はまさ’不明て‘あリ.今後窕珥してし、く孑定てある。 _

3 カラマツマダ'ラ乂イび
カラでッマダラ乂イグも従采食菜性窘虫ヒして知ら礼てし、るものであろび.本穏も 

球系セ加害すろこヒ射明らか、Eなった。

本建はク耳下句〜P耳上句顷・若令的京の匕きす呆因に,穿入徵害をはじめるか 
カラマ、方スノヾエの仓ベ残し在崔寻ヒ冬鱗片を包專し眼賓び,甚しい,林木育理埸周辺
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の被者冽ヒして涧查しもお呆は次の匕おリて.忘るび’カラマツ球果のS0 %前後状被.

(註)I .調壹年月日3g、£ぶっ

2闽查球牛教は裁符落匕匕うたもの

害なうけるようであり.無視出采ない被粤ヒ思わ:んう。

詢查例 教
カラマツマダラ乂イグ・ 

による被害球果数

カラ7ッマダラ妲カ、に 
よる被害幸 S)

稱考

卯 ノ’ &O

切 绍
*

据 公 り 彩
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参考資料II

(昭和34年度～昭和39年度)

関東林木育種場長野支場

関東林木育種場長野支場附近の

カラマツ球果の被害記録

(百瀬行男)



1 昭和34年度(関東林木育蕙場長野支場設置)

I、 育禮街木間(糖実促進泌験地•髡生カラ・ッ3$年生)に一本栏:、け結実.し 
七個・悻(2?号木)次あり詞3Qケの球采を着けさむのを探駁して訶ベ在ビ 
ころ・いずヨしもE售をうけてタネは)ケb匕ることがて?式近かった。この母 
桝では連年いくらかつ・’つ球果を后けているようで 古I、球果むあっなび被害 
をうけていた。

2) 浅阴よ硏!Lの天然カラマッのタネをヒるため天格カラマツを詞查したか’、
S、• パ本だげIか結実したむのがよく 之北ちわずう、の球果七つた公探収し
て調、・たところ 球采は非卓匚小さく麟寿は奚ばて、 士委在球果の外に額っ 
て'、るいいられた。
天日乾凍によってタネをビろう匕したが ー球果からR〜3ケのタネしか匕 
るこ匕かて、きなかった.’この天然カラNツ林みて、七莓年ビ、 こかて少しづつ詰 
実.寸るよろて’点々と古い瘁果の着いているの在みかけた。

3) 本年は長辞県 ごは爭業豹なタネの採琅はち、こなわれをかった。

2  昭和35 虔一

1) 看禮棋木国で柚年法実した P号木Iこ本年6 Rつ〜0。ケの球果を着け・益、 
前耳同棵虫害てタネはノケも匕ることびできなかつ在。この害武は何である 

かを舅.極めよう匕したがわウXらなかった。
2) 浅賜山国有林以7の夭然カラNッては結実.したもの次ほとんビなく’"’ 

か只本仁少し着生した球果を垓かけ採成し在夕•虫專て:’ー球果より4~ 了ケ 
うタネしか據扎古かつた’。採采の内部は・命.、れ•在あヒかあI丿・球杲の外に 

虫糞を綴ってし、るものむあつ在。
3) な本営林善官内波田苗畑らあるヨ一ロッパカラマツの球果•乏株って邃い、 

タネ株リえI " ニの球采!こは日本カランツのよさな被審は以方れなかっ 

仁〇
4) 瓠•年度む畏卉県では爭業的にカラマツのタネをビることはて’きなグ、った。

3.昵和36坪度
I)育穫樹・水圓の匣军結奚している公 9号木(こ2ケ前後の球采を着け毛" 
前年同様被畧沃なにくタネとリはしなかっな。このユケ号不は每年結実する 
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0TZX交配試験をおこなうさぬく月冲日に交配後をかけて入工交配をおこ 
ない.«月汶白日に交虱蒙を匕りはずしたが この奇果は王苇で被害をうIナ 
なかった。この作呆害沢び何であるかは全くわからないか 诩父産む畤・期ケ、 
この頃ではなし、か匕推定した。

2) 盲荏埸囲"立の街木阖て’約ノ 3年生の実生カラNツ匕臻状剝灰処理史しな•ひ 
の 5.談迎 処理)に が ゲの録衆を指ヴた個述ケあリ.球呆を詞べな 
歩花莘に小ぎく・内部は罢虫の験雲したあ匕公みられ..タネを匕るこ匕はで 
さ冇かった。また夏状に小さい球果が多ク、つ左が これは雌花芽の時にすて’ 
Iニカラマツヒ乂ハマ玉に加害され在ものて、 あろう匕旋定した。

3) 浅圈山国有林巧 物に』0>ケ前後,の球呆をつけた・〇・樹びあリ・々耳上句調
查し左ビころ 秣釆の轉中か茶褐色仁变爸し 球果の発逐はセaリ虫害の欲
候を呈してい在。この球果を割って以る匕匂味をおびたK型の劫史と蛹 ミ 
りン色まし在小さな幼虫が認めら札左。
祓害刃状泥は惺全な球采玉專をうウな球呆 ね％て’.癡全なタネ々％ 
虫罢で不喪のクネ榔'%であつだ(詳細は二哀弄林京n /"/〃カラでッを 
見てぞろう〃(球采匕タネの玉害)に発表した)
この姑果からもわかるよろIC健全な殊采はきわめて少'なく 9ネむ被害匕よ 
って桎がしか匕札ないこヒデわカ、つ在。

4) 貝冃累京営林苟沼津 荐困営林薯から送ら札なカランッのつ尚まの中て「. 
古し、耳次の枝に冥沃にスきな花芽ケ'発見されたので 翌年再び送られてきた 
ものについて.花芽唆切って調べ・だ匕ころタマバ‘エの劫虫らしきむの本入っ 
ていた。
麓あ この溟常花芽ばタマバ‘エに汨専さ札て溟単に.大きくなったものであり 
球果を加專する窘虫ビは•列のらのである.•瞥戒す、・粤虫では在いか匕感 
じ土・
(本禮は琨.狂山梨県で’問題になってI、る害Eて、 ある)

4 .昭和37年度 ー

〇 樹・木勵の撼実促進試験地內席ワ与木に筐かの球果えっけたが、前年同機玄 
害沃ひビくタネはヒれ,なわ、った"jこて’年年人工交風ヒよって雲:Kの童卵勤 
灰«耳だ〜ユ$日め世定しセので.二の曲樹に对して8 H Cよ％粉剂を散市 
して玫 5 •前記のように効果ば認められず 殊果の虫害かひ匕”う、つj

-3 〇-

2) 淫間山国有林"林班で 林緣木に,本ば’グリ球釆之看けたものがあった 
密 フ冃ばじ豹成に荼褐色に愛色い 球釆ばあ汁リ大きくならないままて'玄 
吝かひビ、く、タネは全くめるこ匕がてさ近かった。

3) 昭和3其井以来 都み的Vわす’‘ケづ'つ誠実し在葬、采て'戒ータネを匕るまで 
仁芝らな「ほ匕’’の秘害久あろヒき、ハケ苗の一部で発矛率の畏いダネ灰匕扎 
七こ匕は滇味次ある〇
こ此母"べ牙程更探取しためいろこ匕で発芽曜を椒赖さ札たものだあ 搽 
準!二通い発・芽辛を示した。この揚合球果は垠るこ匕がて、きなさ、ったび•標淫 
に这.い飛务辛を禾す艮いタネを精遅調整するた为には•球果が祓窘近うけて 
(.、たものであ凯ば'相当大量の球果の甲からていはい匚調整し在むのヒ推定％ 
札る。
また 球、杲の被害・が少なカ、ったとすれば 鄂分的危相ヨ量の誌実五みたか、
あるいは結実磨i囱耳数の•長い林A•ごの格実て、あったむの匕権定?dしる。

5昭和58玮度 ^

n皆木囹の結実辰:進航験地內qプ号木に崔か誌災レ在び、前あ同嫁の祓専で 
タネを匕るこビはでヨなカ、"仕。

2) 浅間山图有林/7林班・ごし敬本游実しなものかあつ左び・• フ芹上句に茶褶
色に变色し いさな冰果で售ペかひビく ,ネは匕るこ匕か、で・なかった“

3) 劫令・术で/や主夜に花芽をつける娈奚欄怵入・ 只S林班(E ノ3クのにあ‘丿・ 
その球果を9冃上句祥リに行った匕こさカラマツマグラ乂 メガ仁食害され 
ており タネをとるこ匕か•でさなかつ点。本拜處附迎獄かヒはカラでッマダ・ 
ラ乂イかの被窖水攻くあリ その在めに球果は外測かシひビく食害さ札て" 
ケ着いてA、と袱柔かうタネは1料もこれなかった。

4) 上旺)目林警言内散の登ち面で 球果玄・着け・たものかあり・タネを少・しヒる 
こ匕久できそうだ匕(、ろ芜があっも小:7冃中句に調、た匕二3球、杲の中て? 
劾虫な食害しておリ.タネ匕リ本するこ匕は不可能である旨連絡入あつ在。

5) 溪囲山の夭然カラマツで够紂田営林署硏’株瑕をあ、こなったケ 虫害加ひビ 
«正常の場台に比べて犬怖ノS%前後のクネしかヒれず、•しから発手卒が’わ 

るかった匕の爭である。
6) ハう在の一部で部分的に蕊美したヒころが’あり株取したビいうび•秣、呆の

彼專ぐ数量については不明。 „
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7) 育複揚附近の誌援処理読験地で 寇状、卽岐を芙死(S7.夕•Rg)し左むの 
で•3本の個伸に極めて吻くの花をつけ、Z月上句頃まで•順調な発育をして 
いるかに見えたが.Q日下句頃から球果の一部の厭次荼を!Cなるものか•あ 
リ・球果を割って玫ち匕二ろ中から匂珠をお、びた害虫の幼まが虫てきた。
昭和詳以共、球杲の畧玉I二よフてタネ侦’はヒんに匕礼カ?かったにか’い經 
験から.盲虫の正博をつかむ、く 7日»日被害球果をつけな技匚涸をがけて 
窘玄の忒女を補えるヾくフ〜/〃日畚仁頷查之し 5 成虫瓦補、Xることはで 
きなカ、つた。
この頷亶過卷で球果内の劫虫状ク耳下句谖になる匕玖えなくなり、疝i・D入 
ってし、 るむのぐ氷］害し在あとはあってむ劫虫し捅も我られないむのなビ‘あ 
9 .誌局は何もわからず匕湫ってしまつ左。

8) その・也
本年のカラフツ球杲およびタネの被窘近に、調查しち密果は次表の匕お、リ 

てあろ〇
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産 紀
球果の形状 タネ 春の

即茨
球塁
杲g) 'll#(3) 必)

滴 考
長さ 圣0H 勿 1) 歓飛)

鏑湛 
内

司る 
ヘ皿
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g
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/•?,<? g 瘫混ラぐ漸圳观建
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r ? 以3 •» う r

4Z 〇 N0 /« 縮 以 以 ん、" う •» 〇
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'■ B号 如・〇 F 芯 */ 応 2 0 V 6

■f 二号 ノ& 〇 公•7 り ・ノ ん、/ 〃-まきじめ処理

〃 T 海 ノわ 液 心 2 V 援朦燃理

車坂蛛 ノめ 心 /.? g 63 $9 擔処理約聞カラマツ

つ /&〇 Q.3 A 〇 » *3 ? ,如3 1 9

產 地
芽梁の形我、 タネ 裸@衣緇

豊童
味岡

言零 
h
て郷) "7%)

禰 考
裏ざ
Sm)

呈
bn-rU

巧噓 
ざ(め

W 
俄) き赦

球七

叢の登丄 り,。 /3 3 A/ 如 岱 彩 ノ s.o 3、» 觐理紐舟Kソ

ぬ 心 Z 〇 逃 時 zf パ・.ク 9 >

針 蜀。 /〃ク 々/ 如 海 * 嵌、/

平 为 ノ次 ,心 〃ノS a /以、 ノ助

逐) ー球果あ七リ»麟片数めタ・の数匕っし、 て(と北るべ•ぞタネ敎の計鼻)
リンペン丨炊にダネな2コつ’‘つ看し'て［、るわ、ら りンペン教 qニク 
ネの数之示すこ匕になる右•実際Eは球果の先端や基都のリンベンの 
中匕は歹ネ小入っていないので.次のような式から尊定した。

リンマン韧人ノ0 ^
本式哧篡泪之瑤宫內のニホンカラ;?ツで球果の很導を全くろけてし.、杏 
いものにっしゝて訶查しな歡區より求めたものて”ある。

この資斜からクネの収量を因るビ•人".以。号では球果の収童次、々"Vで 
あるから 、 タネのとM・るべ' き敬量はる ヒして〇1^^由匕れるペきところか実 
際には 阳.»・しかしれなかったので’正等で祓專をうけない球果対タネに 
比べて.心％というこ・匕になる。同様にA/〇・以3号についても "、3 %と 
I、らことIこ近ってし、る。
またタネの敬で攻るヒー球果から被害於有いとす札ぱお均«3つのタネが、 ヒ 
れるべさ匕ころか、•実際には石物コのクネしかヒ,1なかったのて’正常の痛合 
の公ノ・ク％匕いク羅果である。
なお被害をうけた球果から匕つ/タネの発芽率についてむ一郭調查•をおこな 
った小、•全械绚匕発芽率はよくなし'。長弈営林荀の育苗糅華Iこよる匕発芽率 
の標準は 回％え 畑地発芽率はR才％ヒなっているび'.浅塩山犬山館附也 
のもので’ノ扌％ 久•育種場・つノイ3号で"む％ たイ%ヒぐうよう
に発芽率は弟翠にわるくなってし、る〇



6.昭和39年度
D廉状剝皮処理による採建

カラマツのタオかいよし、よ不足してきたので.珮和3が耳・月下旬〜g冃 
上切にかけて.反野喜林寻.反野果て環状剝皮史理匕よるカラマツの絃実./ 
進迅理次行なわ料て ,日中.下司に球凝の裸示水行专われた。
仪)を升営林甫上田ぎ林皆官内和山园有林のカラマツ株穗固くくエ杯オ"耳 
ま)では、の効果は祠当大きく処理木の大部分公楚実して球果の 
株取次・行五われなか•玉署灰ひビくタネの叔童は少なカ、つ在めいう。

b)南佐久郡川上树・睬種圏(天然カラマツ約如〜幼詳生)では&〇応前後 
の多数の匐材につい・で処・理‘をし七歩 〜鄂推花どけ汉山分化して雌花水、少 
なかったものもあった次、全部て’’(し〇も(琢采墨)爲形で‘きた.匕いう。
京杲の湿害は全锻的に少なく,球呆も大きし、ので ダネは大棒,標準U谊い 
数量かめれるのではなし、か匕崔泛ざれる。

〇)南佐久郭八キ應村(夭然カラマツ 切〜あ年生)て匕2S本以上処理して 
相当の球果をつけたか.球果の典害建度・収量匕ついては不明。

の岩村田雲林著管内の弘年生人工匿林地の一級株粳圖の 都でフ本はか 
リ但理・しろものは 多数の・球民をつけた•玉專氷ひビ<厳取されなかつ吏 
信状剝登您:理をしてダネをとるこ匕かてきたとこうは 鼠る程亳集団的匕

/卬本以上を処理し七よろカ:場所で.読駿的I二2不前後の鹿がの本数を仞 
理しセビこうでは球采の阻害沃。ビくタ孝をとるまで・に至っていなI、か・ 
これても極めてわずかである。
こめことは カラマツのタネは並・凶柞程匿のヒきにはタネびにれない«い 
わ代てい左爭を•虫害の面から説明で年るもの匕して興味びある。

2) カラマツ球呆の咨浪詞查
カラマツのダ不孑え入 珠采を加害する老只によって一暦潑、|になつスき 

くいるこ匕が’認められ•国の試験研案のテーマ匕して取リあげ’うれ 本年々 
月から林業試験瘍の手て"調查硏突な•はじ•めら札栏•このことは長野県匕しーて 
はカラマツの造林建苗の需髪か多いごけ=有意義なこ匕てある。

3) 霜專による底果の被害
海披ノg祀以上の高地では四地形の鄂分な匕..で5月ジ日のおそ霜に 

よる殊果の被專灰g尊。よ月M日暖の泡昨けるカラぐソの應花は 
開いてまとな<'時期であり 球果匕いうより花の形て"あ札てし、る
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奉坪今お、そ霜は ま』Iに政ろ兼彖宴変で.お芝霜によってうラNッの球衆が
機害セろげもといろこヒは おそなく近司珍らしい記採では本(、かと恩われ 
る"育種甥附证の愆投乡クつm前後の匕ころのー衆のカラPッはおそ霜によ 
る被專はみら忆なかつた公・苗畑ビ訳険春蔑圈で楚実の早い简・豚をつぎ、芝て、 
増茲しE笛木で 人工交虱匕より的幼〃ケの球果状、着き・正率る発育をつづ’ 
けてI、たものの大部疹に彼專びあり タネはごく筐しかとれ近かつ J
被善状又は球果が・'ゆだ’った•よろ匕なり.祓専のひビいものは茶褐色に变色し 
枯れてしまつ右。

4)その徒
Q)育粳勇函边の誌昊從進您理試験弛で琅状斜度也理 Cg. 7g双理)をし 

を尚・樹・に桐当童結昊したび,前年目榛の祓害をうビ在。
b)渓間出国有株ノク林班の材•緣木て:’恭実し在もの次玻本訪ったが 哽はり 
被客状・ひピか、つた。

〇 人ケ在方面の匂田測で 〜部結実を以若林分があっな匕いうか、•薮差, 
被害尋は不明。




